
夏の節電・2011 年の東京電力管内の節電効果です。産業は苦労しながらかなりの成果を、

業務は削減余地が大きく効果も大きく、家庭は思ったほどの節電効果がなかったようです。 

 

初の節電の年

でもあり、まだ

節電手法や節電

慣れが充分でな

く 6％の節電成

果は合理的な手

法やピーク電力

への影響が大き

い家電製品の買

い替えなどで更

に節電の可能性

はあるのではと

感じます。 

経産省の web ページで発表がありました来夏の電力需給を参考にして予想しましたが… 

2012 年の電力需給を纏めてみました。（過去の参考値としてご覧下さい） 

 

2012 年夏の電力需要

を節電の可能性を含

めてどこまでかを予

想すると数値が変わ

る。2011 年度の需要

より下がるか（東北・

東京を除いて）＊要は

節電の状況次第で需

給は変わりますが…

節電は合理的に無理

がなく出来ればと思

います。節電の必要性

は当面続くと思いま

すので。 



 

●夏の節電は週日のピーク電力時間帯（午後 2 時前後から夕方まで）をうまく節電で乗り

切ることです。勿論一日を通じた省エネは大切ですが、 大の難所はピーク電力の時間帯

です。発電余力の少なくなった現在と供給力が回復するまでの期間はこれが大切です。 

節電は年間を通じて必要になってきましたが、合理的で効果的な節電を家庭で出来れば幸

いです。マスコミ等の特集で節電の方法や電力に関する内容の話がいろいろありましたが、

説明が不足しているものや、誤った内容のものも散見されました。 

正しい電気の知識や家電品の知識に基つき節電を行っていただければ効果は上がります。 

●夏のピーク電力を増加させるのがエアコンの電力です。毎年暑さは厳しくなっている状

況でエアコンの使用は必要性が大きくなってきていますが、上手にエアコンを使用して節

電に繋げることも大切です。 

●真夏は気温が一度上昇すると全国で 495 万 KW、東京電力管内では約 160 万 KW の電力

消費が増えるといわれています。それだけにエアコンの使用電力が大きな影響を持つこと

になります。 

●夏の暑さは異常なほどの近年です。エアコンを使用しないのではなく上手に節電しなが

ら使用されるのが一番でしょう。勿論使わないに越したことはありませんが、我慢のし過

ぎで熱中症になることが考えられます。特に夜間の節電は無理にする必要はありません。

関西電力のように原発の発電比率が大きく、そのバッファとしての揚水電力容量の大きい

ところは火力による揚水チャージを行いますので燃料費が増加したり、又火力の発電容量

が夜間でもあまり余裕がない場合には夜間の節電の必要度も高まる場合もありますが、電

力需給を見ながら適度な節電が必要になる場合もありますが。 

●エアコンの冷房運転の電気代がかかると感じて除湿をかけられる方がいますが、再熱除

湿はほとんどフル運転に近い状況です。又、電気代に安い冷房除湿の機種もありますが、

弱冷房の間歇運転ですので、確かに電気代は安く済みますが湿度は落ちても 60％程度で室

内温度はあまり落ちません。人によっては電気代の無駄になります。冷房の自動運転が良

いでしょう。                                           



              

 



 

 



 
2011 年の夏は初めての節電の夏でした。家庭でのピーク時間での電力使用の内訳（平均的

なもの）は下記の通りですが、エアコンや冷蔵庫が占める電力の多さが目立ちます。 

 

あるご家庭で節電のためにエアコンと冷蔵庫とテレビを買い換えたそうです。節電効果は 3

割に達しました。日常の生活は以前と変わらずに各電気製品を使用していたそうです。家

電製品の買い替えはかなりの効果がありますね。                           

●エアコンの暖房時の待機電力ですが、比較的新しいものに関してはあまり多くの待機電

力は使用していません。但し特定メーカーに関しては暖房開始時の暖房の立ち上がりを良

くするためにプレ運転を行うものがあり、これは待機電力以上の電力消費をしますのでご

注意を。 

メーカー 暖房待機電力 

A 社 30W 程度 

B 社 20W 程度 

C 社 ほとんどなし 

D 社 ほとんどなし 

E 社 ほとんどなし 

F 社 ほとんどなし 

G 社 ほとんどない 

H 社 ほとんどなし 

   

データ出所は各メーカーへの問い合わせと２０１１年製

品カタログデータより収集。２社分は 2.2KW クラスの商

品を低温時に実測した。ほとんど無しのメーカーは夏季の

冷房時と同じ待機電力程度で、今の製品だと 1W 以下のも

のがほとんどで計測できない程度の待機電力になってい

る物が多い。 

 



省エネ（節電）の手順と優先順位をまとめてみました。出来るところからはじめてみては

いかがでしょうか。出来れば省エネと節電のための優先投資をしてみたらいかがでしょう

か。電力消費の効率を大幅に上げられる家電品があります。ブラウン管テレビを液晶にす

る。10 年以上使用している冷蔵庫の買い替えや使う頻度の高い部屋のエアコンの買い替え

などですが、機器の買い替えは間違いなく大幅な節電効果があります。 

●特に冷蔵庫は省エネ性能の進歩が大きく、買い換えればおそらく半分以下の電力になり

ます。以下は冷蔵庫の設置で電力消費が多くなる例です。 
家庭用の冷蔵庫は、冷蔵庫

の側面を中心に外部放熱

をしています。これは冷蔵

庫の中を冷却した熱排出

になり、これを放熱しやす

くすると電力消費が増え

ません。このように上部や

側面を囲い込むと放熱が

妨げられて電気代がかさ

む事になります。又冷蔵庫

の上や横に埃が付着した

り、ドアパッキンが硬くな

っていると熱放出の不具

合が起こり節電にはなり

ません。 

 



 

●通常、運用（使い方や無駄を省く）の省エネでエネルギー削減は 10％程度といわれてい

ます。無理なく合理的な省エネ（節電）が出来ればと思いますが、日本の電力不足は約 10％

程度となりますし、間違いなくこの状態は数年継続します。これは上手な節電努力や多少

の節電投資（遮光・断熱や家電品の買い替え）により可能です。節電ののりしろ（節電余

力の幅）が大きかったのは業務部門ですが、設備やサービスのオーバースペックがあった

のでしょう。産業は一概に節電の要請をすることは危険性があります。熱源依存や業態に

より可能な節電で乗り切れればよいかと思います。 

節電は電力消費のダイエットです。今までに何気なく使用していた電力消費の贅肉を取る

ことです。貴重なエネルギーの削減（合理的使用）の為には節電は良い機会かもしれませ

ん。節電で大事なことは電力の使用が 大になるピーク時のダイエットです。

 



 

おそらく節電の経験をされた方は、自分なりの節電をされていると思います。通常、使い

方などの節電の効果は 10％程度と言われています。節電要請は 15％から始まり各電力の需

給により数値目標が出てきます。又、数値目標が出ない電力会社管内でも数値なしの節電

のお願いが出てきます。現在の日本の電力需給を見ると沖縄電力以外の地区は夏と冬の電

力ピーク期間はそのようなお願いが出ると予想されますし、今後数年はこのような状態が

続くと思います。 

夏の節電や省エネの追加は資料作成次第追加してゆきます。「常識だった非常識」や「節電

の死角」又「目からウロコ」の節電の話など面白い（意外性のある）話が追加できればと

思っています。お楽しみに！ 

 


